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読
者
の
皆
様
の
頭
の
体
操
に
ド

イ
ツ
憲
法
の
あ
る
条
文
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
東

西
が
一
緒
に
な
っ
た
時
に
憲
法
を

制
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
だ
に
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず

「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
」

が
実
質
的
に
憲
法
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
第
３
条
に
次
の
よ
う
な
規

定
が
あ
り
ま
す
。

❶
す
べ
て
の
人
は
、
法
の
前

に
平
等
で
あ
る
。

❷
男
女
は
、
平
等
の
権
利
を

有
す
る
。
国
家
は
、
男
女
の

平
等
が
実
際
に
実
現
す
る

よ
う
に
促
進
し
、
現
在
あ
る

不
平
等
の
除
去
に
向
け
て

努
力
す
る
。

❸
何
人
も
、
そ
の
性
別
、
血

統
、
人
種
、
言
語
、
出
身
地

お
よ
び
門
地
、
信
仰
ま
た
は

宗
教
的
も
し
く
は
政
治
的

意
見
の
た
め
に
、
差
別
さ

れ
、
ま
た
は
優
遇
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
何
人
も
、
障
害

を
理
由
と
し
て
差
別
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。

　
お
か
し
い
で
す
ね
。
第
３
項
に

｢

性
別
差
別
」
を
禁
止
し
た
条
文

が
あ
る
の
に
、
第
２
項
で
わ
ざ
わ

ざ｢

男
女
平
等
実
現
努
力
義
務
」

を
国
家
に
課
し
て

い
る
の
で
す
。
実

は
、
こ
の
第
２
項

は
基
本
法
制
定
時
に
は
な
か
っ
た

条
文
で
、
戦
後
の
改
正
で
追
加
、

加
憲
さ
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
国
憲
法
第
14

条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま

す
。

❶
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下

に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分

又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治

的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関

係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な

い
。(

２
項
以
下
略
）

　
日
本
国
憲
法
は
「
男
女
平
等
の

実
現
へ
の
努
力
義
務
」
を
国
家
に

課
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
憲
法
と
は

制
定
時
の
国
民
の
価
値
観
の
総
意

な
の
で
す
。
70
年
以
上
前
の
１
９

４
６
年
の
価
値
観
の
ま
ま
憲
法
を

放
置
し
て
き
た
こ
と
が
、
今
回
の

東
京
医
科
大
学
等
の
入
試
で
の
女

性
差
別
の
大
本
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

日
本
と
ド
イ
ツ
の
男
女
同
権

10

成
さ
れ
る
な
ど
大
い
に
賑
わ
っ
て

い
る
道
の
駅
が
あ
る
半
面
、
赤
字

続
き
の
駅
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
地
域
の
賑
わ
い
の
場
と
し

て
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
は
高
ま

る
が
、
商
業
主
義
に
走
り
す
ぎ
て

い
る
道
の
駅
は
、
経
営
不
振
で
要

請
さ
れ
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
で

き
な
い
道
の
駅
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
人
々
の
懸
命
の
努
力

で
培
わ
れ
て
き
た
道
の
駅
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
毀
損
し
つ
つ
あ
る
。

　
道
の
駅
の
本
来
的
か
つ
究
極
の

目
的
と
姿
、「
休
憩
・
情
報
交
換

・
地
域
連
携
の
機
能
を
持
っ
た
、

地
域
と
と
も
に
つ
く
る
個
性
豊
か

な
に
ぎ
わ
い
の
場
」に
立
ち
戻
り
、

経
営
を
考
え
直
す
こ
と
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　
三
つ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
か

ら
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
で
あ

る
。
今
年
の
西
日
本
豪
雨
や
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
に
お
け
る
避
難

・
救
出
の
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅

の
活
躍
は
記
憶
に
新
し
い
し
、
観

光
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
拠
点
・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
道
の
駅

の
活
躍
も
よ
く
耳
に
す
る
。
こ
れ

ら
の
機
能
は
地
方
活
性
化
や
強
靭

化
か
ら
ま
す
ま
す
増
強
が
要
請
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
に
ど
う
応
え
る
か

が
問
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け

て
色
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
つ
つ

あ
る
が
、
通
底
す
る
重
要
な
基
本

方
針
に
連
携
が
あ
る
と
思
う
。
全

国
に
展
開
さ
れ
て
い
る
道
の
駅
は

登
録
時
に
こ
そ
道
路
管
理
者
と
の

協
議
や
審
査
を
受
け
る
が
、
そ
の

後
は
基
本
的
に
は
自
由
に
運
営
さ

れ
て
い
て
、
こ
れ
が
多
様
な
特
色

の
あ
る
道
の
駅
の
発
展
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

十
全
に
対
応
す
る
た
め
に
は
色
々

な
主
体
や
政
策
と
の
連
係
が
必
要

で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
の
共
有
や
災
害
時
の
相
互
支
援

に
は
道
の
駅
相
互
の
連
携
が
前
提

で
あ
る
。
こ
れ
を
担
う
の
が
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
で
あ
り
、
そ

の
機
能
強
化
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　
道
の
駅
の
最
初
の
登
録
か
ら
25

年
が
経
過
し
、
全
国
で
１
１
４
５

駅
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
工
夫
や

努
力
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民

が
知
っ
て
い
て
、
生
活
や
観
光
に

欠
か
せ
な
い
存
在
に
道
の
駅
は
な

り
つ
つ
あ
る
。
実
際
、
国
土
政
策

を
定
め
て
い
る
「
国
土
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
」
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
の
要
と
な

る
小
さ
な
拠
点
と
し
て
の
道
の
駅

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

道
の
駅
の
三
つ
の
課
題

　
し
か
し
、
道
の
駅
に
課
題
が
全

く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。一
つ
は
、

25
年
を
迎
え
大
規
模
な
改
修
・
更

新
を
要
す
る
道
の
駅
も
出
現
し
つ

つ
あ
り
、
そ
の
改
修
を
い
か
に
行

う
か
と
い
っ
た
問
題
。

　
二
つ
は
、
道
の
駅
の
経
営
問
題

で
あ
る
。
近
在
の
農
家
が
丹
精
こ

め
た
農
産
物
や
そ
の
加
工
特
産
品

な
ど
が
魅
力
に
な
り
、
道
の
駅
が

目
的
地
化
し
、
観
光
ツ
ア
ー
も
形

道
の
駅
と
日
本
風
景
街
道

　
　～
連
携
の
追
求
～

風景街道使い点から面へ

石
田
東
生

日
本
大
学
特
任
教
授
・
日
本
み
ち
研
究
所
理
事
長

（「
日
本
風
景
街
道
」
有
識
者
懇
談
会
委
員
長
）

天竜相津花桃の里
鈴田全弘代表取締役

　目の前に広がる天竜川、延長 473．7

静岡県浜松市天竜区大川 31-10
国道 152 号　TEL.053-923-2339

㍍の「夢の架け橋」が明美な風景で、対岸では毎
年 3 月全国高校選抜ボート大会が開催されます。
当駅の自慢は、お母さん方が腕によりをかけて
作った「花桃カレー」と昔懐かしい小麦まんじゅ
う。毎年 3 月の「花桃まつり」も盛大で賑わいます。

燕趙園
山本修参事

　日本最大級の中国庭園「燕趙園」に隣

鳥取県湯梨浜町引地 563-1
県道 22 号 /29 号　TEL.0858-32-2184

接した道の駅。特産の二十世紀梨をピューレにし
て使用した「梨ソフト」や、地元で古くから親し
まれている牛骨ラーメンが好評です。野花豊後（梅）
の特産加工品はお土産におすすめ！ 併設するレス
トランでは中華バイキングが食べられます。

ほっと♡はぼろ
高木俊和支配人

　真っ白い豪華客船をイメージした「は

北海道羽幌町北 3 条 1-29
国道 232 号  TEL.0164-62-3800

ぼろ温泉サンセットプラザ」がメイン施設。ホテ
ルは全室オーシャンビューで日本海を一望でき、
天然温泉の大浴場や道北随一のバラ園がある。北
海道海鳥センターも隣接し、ご当地グルメの「え
びタコ餃子」や「えびしおラーメン」が人気だ。


